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ワーク1: 期待の分析
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ワーク内容
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作業: 列の追加
ワーク1: 期待の分析

レポートラインの例

「レポートライン」「フロントライン」「バックエンド」の各シートについて、 
N列(評価分析)の後に、「期待分析」「評価ギャップ分析」列を追加します。
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運用の範囲の決まり方 (Step1)

ユーザー 経営層

開発担当

運用担当
実現可能性 
が高い

• 運用組織外部からは良い結果や状態を待望されている 
• 運用組織には、良い結果や状態を実現する力があることを明確にする

期待の把握
Step1

実現を待望 
している

期待に応える

運用範囲の公式化Step3

専門能力の明確化Step2
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ワーク: 期待の分析
ワーク1: 期待の分析

レポートラインの例

評価分析がAもしくはBの行について、 
「期待分析」列(O列)に、「どのような結果や状態が期待されるのか」を記述します。

• まず、現状でユーザーから明言されている期待を記述します。 

• 次に、ユーザーが明言していないものの、日常的に感じている期待を追記します。 

• 最後に、今後の環境変化により、求められていくであろう期待を追記します。
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ワーク: 評価ギャップの分析
ワーク1: 期待の分析

レポートラインの例

評価分析がAもしくはBの行について、 
「評価ギャップ分析」列(P列)に、「O列に対して、N列の結果となる理由」を記述します。

• 評価分析がAの場合、期待と評価のギャップが生まれない理由を記述します。 

• 評価分析がBの場合、期待と評価のギャップが生まれる理由を記述します。

• A: 評価されている。 
• B: 現在は評価されていないが今後評価されるべき 
• C: 評価されないままでよい


